
１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

73 116
95 113

79 106
95 107

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

58 143

63 118

103 48

48 128

55 179

102 108

57 90

141 70

76 315

102 131

47 108

233 99

52 100

53 119

44 142

120 102

106 84

153 75

92 105

118 102

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 911,090 788,378 1,699,468 265,857,758

加工野菜 10,386 3,418 13,804 1,574,455

花き

その他

冷凍食品

計 921,476 791,796 1,713,272 267,432,213

一般果実 245,015 661,569 906,584 154,340,012

加工果実 17,039 17,039

その他

冷凍食品

計 245,015 678,608 923,623 154,340,012

1,166,491 1,470,404 2,636,895 421,772,225

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表（ 4年　3月分）

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,711

野
菜

本年3月は気温変化が激しい月であった。人参のように産地端境期になるも流通在庫の多さから相場にあまり影響がなかった品目も見受けられたが、
その半面急激な気温低下による出荷の伸び悩み、特売需要も加わり相場が大きく変動したレタス、きゃべつ等の品目が見られるようになった。きゅうり
等の果菜類については天候の不安定さから入荷量は前年を下回った。高値が続いていた馬鈴薯は九州産地が大玉傾向という作柄となったこともあり
価格は低下しはじめた。玉ねぎにつては九州産地が出始めるも、新玉ねぎの需要多く相場低下には至らなかった。
本年3月の野菜については土物類の不作による入荷減、前月２月の低温旱魃による野菜の生育遅れ等の影響もあり総入荷量は1,711トン（前年比７
５％）。入荷減により例年を上回る単価で推移した品目が多かったこともあり単価２７１円（前年比１１６％）であった。

果
実

3月の国内果実はイチゴ・りんご・柑橘が中心となり、ハウス物のみかん・メロン・マンゴー・スイカ等も入荷したが少なく、単価
はやや高く推移した。外果の方は円安の影響もあり、どの品目も高く推移し、4月のトップシーズンを迎えるにあたり、オレン
ジ・パインの入荷が目立った。

925 343

271

主 要 品 目 市  況  の  概  要 入荷数量

野

にんじん

愛知・徳島県産の入荷。上旬は産地重複し入荷過多も、中旬以降徳島県産の出方
悪く、一転数量不足。肥大悪くＭ中心に入荷。需要は高いものの不作傾向であった
昨年の単価に追いつかず。

106

だいこん

鹿児島・千葉県産の入荷。１～２月の低温・干ばつの影響で数量伸びきらず前年を
下回る入荷。肥大も悪くＬ中心の販売になり、キロ単価上がる。後半から気温上がり
増量傾向も月を通して高値推移。

94 136

109

愛知県産の入荷。２月後半の曇天の影響受け上旬高値推移。定期的に曇雨天を繰
り返し、春物を中心に入荷不安定・相場乱高下。出荷安定しない中、売り込み仕掛
けられず荷引きも消極的に。入荷減の単価高で推移。

227 111
キャベツ

213

たまねぎ

北海道産は貯蔵残量が少ないこともあり、単価が上昇した
九州、愛知他新玉葱は生育の遅れ等から、安定数量がなく
高値が続いた

272 246

菜

きゅうり

群馬、高知産販売で冬場の加温控えで数量減、需要低迷もあり単価も前年並みで
上がらず苦戦した。また気温変化とコロナ状況により消費動向もサラダ系の動き鈍い
傾向であった。

99 271

いよかん

小玉傾向の為全体の出荷量が２～３割減少した。通年3L中心だがL中心の
出荷であった。気温が低く販売は低調であった。 32

甘夏・
サンフル

甘夏は熊本県産中心、サンフルーツは三重県産の入荷。柑橘類が全国的に高値
であり、数量減・単価高でした。品質・食味は良好。 7

実

いちご

2番果、3番果連続出荷となり、数量増・単価安で推移。全国的にピークが重
なり、相場は低迷。 72

237

サンフジ

青森県産の入荷。出荷量が少ない為高値で推移。小玉果での袋売りや玉売
りが堅調な販売であった。 55 392

果

3,705,171 5,279,626

1,125

バナナ

為替の影響もあり原価の上昇も続いているが、気温の上昇もあり販売は順調
であった。 304 179

234,310,980

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

230,605,809 496,463,567

9,614,924 9,614,924

188,004,646 342,344,658

501,743,193

合計 422,315,626 844,087,851

果
 
 

実

178,389,722 332,729,734


